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1. はじめに
～JALグループはどんな会社か？～
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販売・企画・IT・管理
客室 運航

搭載・誘導

整備

空港

予約発券

貨物

はじめに JALグループの業務内容

98％ 96％

輸送実績/2019年度

3,378万人 828万人

2020年10月時点 2020年10月時点 JALグループ社員数

35,653人

JALグループ連結子会社
数

55 社
2020年3月末時点

2020年3月末時点



2.  JALグループの取組みとSDGsとの関係
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2020年度のESG/SDGsの取り組み
 JALグループでは2030年のSDGs達成に向け、ESG経営の視点から重点課題を特定し、事業を
通じた社会の課題解決への取り組みを開始しています。(中期経営計画ローリングプラン2019)

中期経営計画

グランドデザイン

取り組む領域 重要課題

・温室効果ガス排出の削減
・廃棄物の削減
・騒音の低減
・世界の空の安全を牽引
・あらゆるお客さまの空の旅を可能に
・観光立国に向けたインバウンドの拡大
・日本全国の地域活性化
・お客さまに信頼される商品サービス

・多様な人財の活躍と健康経営の実現
・女性リーダーの育成と輩出
・健全なサプライチェーンの構築

・コンプライアンスの徹底
・積極的な情報開示と説明責任
・強固なリスクマネジメント

環境

お客さま・地域

人権・ D&I

ガバナンス

ESG経営
の視点



©Japan Airlines, ALL rights reserved. 6

2021年のESG/SDGsの取り組み

温室効果ガス排出の削減 プラスチック使用量の削減 地域活性化 認証品の採用

・エアバスA350型機の導入

・バイオジェット燃料の
開発促進と活用

・機体の軽量化

・ステンレスカトラリーの
利用促進

・紙ストローの採用

・木製マドラーの採用

・GAP認証

・MSC/ASC/FSC認証

・レインフォレスト
アライアンス etc.

・地域との連携

・機内誌での地域紹介

・観光振興



3. GAP認証食材の採用について
～ 機内・ラウンジサービスでの取り組み～
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GAP認証食材の採用

過剰労働
の軽減

環境、資
源の保全

食品の安
全性の向

上

認証食材の
採用

JALでは2018年より認証食材を機内食に採用する取り組みを行っております。
これまでにフリルレタスやミニトマトをはじめ多くのGAP認証食材を機内食に取り入れてき

持続的に発
展できる社

会

認証食材を採用することは、過剰労働の軽減や、環境・資源の保全、食品安全性
の
向上につながります。JALでは持続的に発展できる社会の実現に貢献することを目
的に、
認証食材を積極的に採用することを推進しております。

GAP認証食材を採用する目的
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種や苗の管理

水や施設の管理

農薬・肥料の管理

購入・記録の管理

食品の安全性の向上

食品の安全は機内食の最重要項目であ
り様々記録が管理されているため、ト
レーサビリティが確保されている。

食品の安全性が高く、問題が発生した
際のトレーサビリティが可能なGAP認
証食材は安心して採用することが可能。

GAP認証食
材の使用

食品の
安全性
向上

・・・・・
・・・・
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GAP認証食材の採用例

認証食材を使用した機内食メニュー（一例）

グローバルGAP取得
シグマファーム
とういん産

三重なばな使用

中部（名古屋）発―ホノルル線ビジネスクラスビーフメニューイメージ
2019年12月～2020年2月提供

ASIAGAP取得
かきうち農園産

100％みかん
ジュース使用

・エコノミークラスのサラダ

グローバルGAPのミニトマトや人参、
ASIAGAPのフリルレタスを使用した
全食材が認証を取得したサラダ

年間285万食提供予定

全路線（成田発中国台湾線、
韓国線、早朝、深夜発便を除く）

・ビジネスクラスのビーフメニュー
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GAP認証食材の採用例

ASIA GAP認証食材にも力を入れており、
いちご、フリルレタス、トマトなどを生産しております。
採れた食材は機内食やラウンジに取り入れられております。

持続可能でよりよい世界を目指して千葉県下の各地域と連携し、
農業をとおして地域や人とのつながりを深める取り組みを進めています。

JAL AGRIPORTは2018年設立のJALのグループ会社



4. JALグループの今後の取り組み
～ JALグループはSDGs達成に向けた取り組みを加速いたします～
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JALグループは、中期経営計画に掲げた2030年のSDGsの達成に向け、
事業を通じ社会の課題解決へ貢献する事を目指して活動を加速します。

JALグループの今後の取り組み

機内食で使用する食材の調達についても、社会の持続的な発展のために、
今後さらにGAP認証食材の積極的な採用に取り組んでまいります！

2020統合報告書
“FLY INTO TOMMOROW”

認証品の使用に関する取り組み

ASIAGAP認証
2018年12月より、ビジネスクラス・エコノミーク
ラスの機内食やラウンジにてASIAGAP認証を
受けた食材をご提供しています。またグループ会
社のJAL Agriportでは2019年11月に自営
農場でASIAGAPを取得し、機内食やラウンジ
などにてご提供しています。
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